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r三田学会雑誌J 68巻 5 号 (197S年5月）

L . E .デ イ {/ィス， D. C. ノ ー ス 共 著 ■

『制 度 傘 # ^ と T  メ, リ力の経済成長』

本書は, その華々しい?；！i躍によ0 て最近のァメリ力 

経済史学会の代表的存在として知られる:D .C . ノ…ス 

l i らびにL. E ,デイヴィスの両教授が， 経済成長分祈 

の，■•肩の進歩のためにlitに問うた野心的な著作であるる 

これまでの経済成長理論が，マクロ,ならびにマイクロ 

理論の; 匪的思考法にとらわれて，ひとつの重要な側 

旧，すなわち成長過も1で形成され崩壊する制应変举の 

側面を見落してきてしまった，という反あ'から者達 

の桃想は出発する。制度が人Ifilの経済行励に型をチえ， 

市場機描の機能のしかたを制約するものとすれば，そ 

め変ザこの論理を解明することは, と,りもなおさず経済 

成長メカれズムの重要な-^端を明らかにすることにな 

る，というのが雨教授の主張であろうと思われる。

こうした意図にもとづいて展開される本書の構図は 

まことに壮大であり，7Xミ唆に富む幾多の側面を包括し 

ズいる。 まず第一に，それが経済!>U学におけるチャレ 

ンジングな分析ネPゴ 3̂の提起であることは断るまでもな 

いだろう。 と同時に，著者速は制度変箱:の埋論を，使 

益/ ざ̂̂用原现にもとづく個人または組織体の嚴適選 iM 

理論によって組み立ててゆくのだが，それはマイクロ’ 

の主体均淘理論， もしくは価格理論の応用分析として 

見ても，すぐれたW容をもっているといえる。さらに 

具体めな応、用即ち実証研究は，ァメリカ経济史におけ 

る重耍な事実の再検討，两解釈の形をとって辦闕され 

ている力V それは見事にまとめられたアメリカ経済史 

の解説ともなりているのである。 したがって， この書 

物はf5̂ 心や専門の災ゾよる読者にとっても，それぞれの 

領域でそれなりに叙い問題を提起し，あるいはその思 

考の盤理に役立つものと思う。私は経済史については 

企 < 門外漠でホ) るが，私はだ、なりの問屈閲心から，こ 

の書物によって多くの啓発を受けたことを記しておき 

'たい。'

以下, 本書の内容を概略紹介することにしよう。

木0 は 3 部能成をとっている。第 1 部では理論的が|*̂ 

組《ご設>̂ し̂，第 2 部でァメリカ経済史'の請仙HTiiにその 

理論仮脱を適/nして炎iT:的吟!Jlrを試み，第 3 部で全体 

を 通 観 し て 残 さ れ た に コ メ ン ト を 加 え て い る ，

章別桃成とそのチ- マは大略次のとおりである. ■

第 1 部 趣 論 設 定 ‘ •
第 1 章制度変イヒの理論（概念の定義他）,
，第 2 # 政府9 役割, 薄制力，:所得再分配 

第 3 章制度革新の理^  (理論仮説の展開〉, 

. 第 4章制度的斑境条件の変化 

第 2 加 理 の 応 用  

结‘5 章士地政策とアメリカ農業- 

第 6 m 金融市場の編成と再編 

第 7 享 運 輪 #  業の発展と経济成長 '

第 8 章 :規模の経済性，カルチルの不成功，外部 

費用とアメリカ製造業の発展 

第 9 章サーヴィス産業に和'け る 制 度 変 化 ， 

.第10章 労 働 力 ：その組織と教育’ ’

第 3 部 結 验  ， ，

第11章 政 府 + 民問部門構成の变イ匕 

第1タ章歷史と制度的装置変^^の分析，未来の理 

解のための史的分辦

さて, 'まず理諭的枠辑の特徴に:つい,て説明しよう。 

とれは, もとつづく議論の趣旨やその容を瑪解す: 

るために,本書の場合はりわけ重襄であると思 

れる。なぜなら, 「制度変革の理論J なる：ものは,伝 

統的分野'における既成の趣論とは異なり,それ力揮 

しうる学界共有の遺まが甚だ乏しい。強いて^^り.どこ 

ろを拳げれぱ, マイダロ経済学の使益/ 費用分析によ‘ 

る主侠均衡図式くらいなものであろレ。したがって制: 

度变革理論の試みは,未踏み分野に踏みこもうとする 

JIJ造的な努力であって, 著者達自身’もととわっている 

ように,分析概念をあらわす用語などもすこぶる独白 

的に定義され, iimされ̂てん、る。そうしすと理論の輪郭 

を私なりに木まかに述べ、ることにしよう。 ,,.

理論の意0 は,；経済成長過程の重襄ネ侧面で'あるi  
度変革のメ力.ュズふを解明' るととビある。理論やデ 

ルの特徴のひとつは,それが比較静学的思きと依って 

構想され7 :いるこケである。 「制度J を内生ま数から 

成るひとつのシx lチ;/^として捉え,それをとりまく外 

生変数群とE 別する。制被変恭とは，外生ま数おけ 

るま化が内生システムの均衡状態をくずU シズネム 

カ渐しい均衡に向かゥて变位する,その变化とじて把 

握されるのである。 ’
外尘変数は, 私の読解した啦りでは,.少なくとも2 

鶴鎮に分けて考える.こと力'できる。そのひとつの群は, 

技術，'ホ場.親•摸,..：価格,，，,など)̂、ら成る。:技術り他に, 

市場の媒模や制格などが外生与件として与えられると
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書

いうこおは，経済分析り次元に翻訳して考えれぱ，こ 

のモデルカ';経済の金機溝をとらえた-‘般均衡体系では 

なく，特定の主体均衡や特せの市場に無点を合せた部 

分均飾モデルと等體すべぎものであるということを意 

味している。いまひと0 外生ま数?fY:は 「制庇的深境条， 

件 (Institutional Envii*onment) j と呼ぱれるもので，こ 

の硫t i には法をIt制庇，政治的ルール，国民個々人の期 

待や価値判断(とくに制度新をめぐる利益*撒 mこ関する 

主観的别断） ぶどが含まれる。 ’ ‘
—ガ* 内生7處数としではシステムのjf lいこ:P となる行 

動主体，より厳密に言えば行動主体の仓理的選択を規 

定する効ナM面数と，行動あ休が認知している制度寒化 

をめぐる利益と費;I Iである。複数の行動.主体が，主ぽ 

的に知覚し判断しテこ利益と費；0 とにもとづいて，仓禅 

的な逸択を行りた結果として，制度が成立し，変化し 

または消減する。行動主体は,をめ機能商から制度 

.変取 (p .主導的拟い手’となる第一次行勒集圓.:...(prim .arr 
action g r o u p )と，.変革の2 次的効果をこかかわる第二次 

' 行動集団...(secoiidary. action ..group)"，，に分(：̂.ら'れる。：さ ’, 
らに行動あ体は，理論分析の簡単のために,そしてま 

た後の突証分析の便:£ のために，とりあえず3 のレ 

ペルに分類される。個人，tぐ 1の i 発的な集団,そレ 

て政府である。実証分析の眼目のひとつぱ制度形成 / 
の担い手力湖人から民問企ま体，もしくは政府へ> とそ: 

の比重が移行し"C きた歴史的趨勢の説明におかれてい 

るのである。

そうじた分析の対■象 と さ れ る 制 度 法 # 制度でも, 

政沿的ルガレやも社会的価値体系'^^もなぐ、0 ギれは^'

とくちに言えば，市線機構を具拓的ttl特徽づける経済 

.諸制度なのである。例えぱ，出地所有の制度,金熟制 

度，会社制度, カルチルなど産業組織関する働度, 
小売卸売業9 流通制度レ.医師会などのほ己規制制族, 
労働網合, 訓練教育制度# で々を) る。著者達はこれを: 
広い意味の制!^ (institution) ^  区別してarrange
ment .:.と名づけ,...そめに新を arrangemehtal innovation 
と言う。' 訳語は，広義の r制度J と区別する意味で， 

それぞれ「制庇的装置」な び に 「制度的装®にぉけ 

る举薪J i でもするべき力、。いうまでもなく,本書の 

分析の核心は「制度的数置のポ新J を解明することに 

ある。.‘‘...，. ；■....;.
理論仮説のI t せ'*'をひとくちに售■えぱ，主港めな行動 

生休が制度を変'ホすることによって，獲得可能な利益 

があると気づいたとき，その主紋的期待利益が予想さ 

れる費川や不利益を相殺してあまb あるものでi bれぱ,

その主体は合理的選択の紹果として，そのような制度 

まのガ向に資源を動員するでわろうから制め:がホ新 

される，というものである。獲得可能な潘在的利益'の 

減泉を大別して言えぱ，U)规模の経済性を突現するこ 

とによって得られる利益，(2)外部経済効ネによる利益， 

《3) リスクを減殺させることによって獲得L うる利益，

(4)不完全なTfl場を盤備，故善することによる利益，な 

ど^ 举げることができる。み析の方法は，経济分析に 

，おけ.るife体均觀論と，なんらかわるところはないが，歴 

史的な制度変化の説明原现として，こうした主体の合 

理的選択行動を仮説しそれによって歴史的観察ホ'実 

力，ン斉合的に謝明される力、否かの検討を試みたとこもに， 

これまでP 制度論に見られないユユークな貢献があろ 

といってよい。

したがって，この理論が有益なものであろかどうか 

ゆん★ れ>が実証的な説明力をもゥてV 、るかどうかに•大 

きく依存せざるを得ない。いうまでもなく，それは具' 

体的な5̂ 実に照らして吟味されるべき.もめである。著 

ま達は本書の第2部で, 6力の章を,実証的吟味に費 

やしている。そこでは, アメリ.力の経済堯展過程にお 

ける経済諸制度の展開を, 6っの側面において克明に• 

迫い，樊証的考察を加えているめである。 ， 

i ず第5章では, ' 米国の農業開発を特徴づけた諸制, 

度のI I 開は, 広大な士地を私-有地として開放レたとい 

う世界的に見ても特異な条件下で, そのこと力、ら最大 

.限利益を獲得しようとする利害関係集団の最適選択 

行動め結果ではないか,とV 、う命題に沿って史実力'；吟 

味される。ヵづいて第,,6 章は金融制族の展開が論ぜら 

れるy .金融ポ場未形成期における個人金融業，大規換 

な開発プn ジユクトの資金調達を担った州政府の役割, 

現代経済の貯蓄と投資の流れを支える民間金融機閲の 

確立。h れらの発展と転化のメみユズ'ムが上記の仮説 

，に沿ぅて解析される。:第7章セは, 運輸，交通産業の 

発展0̂內部に,合理的な制度ま草の機能が働いていた 

の;:e はないか, とい.う間題が追求される。そこでは》 

鉄道，運河/ 填路網開律における資金調透制度の変化, 

大組織の管禅体制の革政根補助金の役割，-丄地価 

格変化と交通網開発との開係,などをめぐって考察が 

行われている。第8章では敷造乗の発達過程における 

技術‘取新，企業大親模化，数【if 休制，そこから掀す 

るホ場機横の諸問題力':論ぜられる。第9章はその比22 

の大きさによってアメリカ経済を特徴づけるサーヴィ 

ス摩-柴に光をあてる。複雑多岐にわたるサーヴィス座 

業のうちから，とくに卸弗，小売業ならびに医療（医
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飾会）の制度的展開が分析される。 最後に第10享は労 

働に関する输議であるが，そこでは労働組合ならびに 

教育の問題が扱われている。 .

以上の6 章は，そのまま制度論をt j，心としたアメリ 

力経済史でもる力 '5 , .それは単なる史獎の羅列でなく， 

制度変ホ理論の主体均衡分析手法の適；11による実証的 

検N 'であり，ffi：用価格理論としX もきわめて合善のあ 

るものとなっている。仮説が実証されているかどうか 

について見れぱ，各；̂の議論がすべて充分に説得的で 

あるとは必ずしもいえないが，そ io詳細な論述をつう 

じて少なくとも著者津は無数の興味ある输点を引出す 

ことに成功している。各章の内容を詳しく紹介できれ 

ぱ崖ましいのだが，残念ながらそれを許す紙幅がない。 

そぐで，ここでは労働組合に関する議論をとりあげて， 

実SE的吟味の- - 例を示すことにしよ’う。
労働組合という制庶を，著者は，潜在的な利を所 

得のW 分:配という形をつうじて獲‘得するために形成さ 

れ た 「制度的裝置_ ! であると规定する。他の睹享にお 

けると同様に，議論はその媒定に従っヤ，まず作業仮 

説を設定することから出発する。さまざまな市場構造 

を前提とし，その下で，どのような組☆の組織構迫や 

戦術が労働者にとってどのような利益をもたらしうる 

.か, . .という匙本的な問いに沿っ，て主要な.ケースが理論 

的に盤埋され'る。市場理識テギ軸に，組合の経済理論が 

展開されるわけである。ただ，それと同時に，.法制度 

が組合の武器としての "強制力"-をどのように腐走す 

るか，力;経済論と結びつけて吟味されており，ユユー 

クな学際的視点がうかがわれる、。-

次に，外生変数としての制度的環境条件におけネ重 

耍な変化が確認される*それは労働法学者の見解に従 

うものであるが，担合運動の展開の画期をつくった3 
つの判決である。{1)組合運動を違法と判定しナこプィラ 

デルプ.ィアの製靴職人組合の判例（1806ゴ]f ) ,  (2)運励の 

0 '的が違法でない限り組'合そのものは必ずしも速法で 

はないとした州対ハントの判例（1842年.〉, そして《3》全 

国労使関係法（ワグナ- 法，1935年）の趣旨を， 判例に 

よって後認することになゥたジg — ンズ.ラプリン鉄 

鎭会社対全頃労使関係委員会の判例（1937年)，がそれ 

である。外生数数としては，この他に需耍動向，労働 

市場の構造など，経済的-ケ件が吟味される。

これらの準備のうえで，め生システムとしての労働 

組合制俊がいかなる茶件下で，どのような形をとって 

展闕したかが分析されるのである。経清成;!^過程をつ 

うじて，熟練工，不熟練ェの分化が進み，不熟練: Cの

ちいだでも，労使関係法をチコに交渉力を寝得しよ〉 

とするグループと，その動’きから取り残されたグル一 

プ力;分れる。それらのグループの問では,組合組織化 

をめぐる使益/ 費用比求が異なり，一方では特定のタ 

イプの組合担織が採算に合っても，他方では定着しえ 

ない, . ということヵ满る。そうした主体均衡旧式に沿 

ゥて，労働骑士団，A F L , IW W , C IO などの消長や展 

開が解析され，さらに一層詳細な事例研究として，戦 

後の全米鉄鋼労組の金交渉が分析されている。

とれらの事庚そのものは，従来労働題の有-門家の 

間では知られていたものであって目新しくはな\/、が ,  

それらの知識を使益ノ費用分析を軸とする主休均衡図 

式に即して統一的に説明しようとする試みは，きわめ 

てュユ一クであると同時に,あるていどの成功を収め 

ているように思われる。 -
箸者達は，周到にも，第 3 部の第12章において，本 

書の則論仮説ないし分析梓組がどのような欠陥と制約 

をもつものであるかについて詳細な自己批判を行って 

いる。たとえぱ，モデルの性格については> それが(I》 
部分均衡図式であって一般均衡的視野を定式化してぃ 

ないために，’フィ一ドバックを考慮することができな 

い，（2》動学分析でなく比較静学分析であるために，ネ 

れなりの限界がもる，（3}環境などの外生変数が内生変 

数としての制度に影響を与える図式を採用しているが,. 
内生的制度変化が逆に外生与件を7ぶえてゆくとぃう社 

会動学の重要な側面を52式イヒしえない，（4》主休均衡図 

式は単に経済的な便益/費用計算のみに依存する形に 

なっでいて社会学的，心理学的変数を充■分に#慮して 

いなぃ。その結果，そ.の図式からは；例えぱ，なぜ奴 

織制が廃止されなくてはならなかづたかは説明できな 

いし, 予細もできない, といった欠陥がでてぐる。よ 

のはかにも，情報機構の開発の説明やモデルの予測能 

力などの側面について, 限界が指摘されている。

著者達の理論的試みが，制度論にとって新しい発展 

のための貴重な手がかりを数多く提供するもめである 

ことは疑う余地が1ない。ただ，それが現存する制度が. 
なぜ形成されたかについては説明な与み. るものであ)ゥ 

ても，将来の展開のたやにどのような期芽‘がはぐくま 

れているのか,という未来への展望につ.いては必ずし 

もキがかりをかえない，とい, う印象をぬ;ぐえない。そ 

‘れは上記の自己批判にボされる制約のしからしむとと 

ろであるともいネようが，いまひとつ，制まま化と経 

済成丧との関係が充分に論議されていない点にもその‘ 
資任があるように私には思える。
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B
本書© 基本的出発点は，制俊変化め理論を導入する 

ことが、述済成長分析にとって重要であるというE 識で 

あった。たしかに長期の経済成長過程におい:ご. 制度 

変苹が資源配分のあり力になんらかの形で影響を及ぼ 

してきたであろうことは究分に推察.される。 しかし 

その愛毕1の理論を経済成長分析に導入することによっ 

て,経済成長理論の分析的帰結にどのような違いがも 

たらされるのか, については明示的に論じられていな’ 
い。 ’•■制度の变化」が資源配分の効4をや配分関係その 

ものをどう変えるのか，そしてま:fc, 組織効率の変化 

等をつうじて技術進攻くの内容とスピードにと，のような 

彩響を及ぼすのか。制族変ホがもたらすこれらの経済 

帰結を理論的に3/e分究明することによって，ダイナ 

ミタクな分析へ発展させる手がかりのひとつ力';つかめ 

たのではないか，と私は思う。

評

ともあれ, 本書は久しぶ.り：̂こ新鮮な制激と» 多大の 

培F蒙効果を与えてくれたt 読みごたえのある書物でも

づすこ。 . . '  - し .....
，後 記 ：.本書評は当:fej木塾経済学部で経済史を 

, 担当しておられる斉藤ゆ氏と;Jt：-同で行なう'予宛で 

ちったが，ぼ:の都合により，.私の.Hi独の資任にお 

いて書< ことになった。不充分な点>や现解の行き 

とどかなかった点にいては読き御教示，御叱 

H iを] ^ りたいと思う。 . 、

I'anco E. Davis and Doufflas C. North hislitiltiom l 
Change and American Economic Growth, lA>n^on\ 
Cambridge at the University Press, 1971.

田 暗 雄  

(経核学部助教授〉’
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